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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス（
以
下
コ

ロ
ナ
）
感
染
者
が
２
０
１
９
年
12

月
31
日
、
中
国
・
武
漢
市
で
公
式

に
確
認
さ
れ
て
か
ら
一
年
が
経
っ

た
。
目
に
見
え
な
い
感
染
力
の
強
い

コ
ロ
ナ
は
瞬
く
間
に
世
界
中
に
広

が
り
、
大
勢
の
感
染
者
、
死
者
を
出

し
た
。
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、
経
済

は
も
と
よ
り
、
医
療
、
日
常
生
活
ま

で
地
球
規
模
で
一
変
さ
せ
、
今
な
お

猛
威
を
振
る
う
。コ
ロ
ナ
で
明
け
暮

れ
た2

02
0

年
。
岐
阜
県
日
中
友
好

協
会
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
た
。 

◎･
･

恒
例
の
「
２
０
２
０
新
春
の

つ
ど
い
」
が
２
月
１
日
、
岐
阜
市
内

の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で

開
か
れ
、
飛
騨
高
山
の
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
民
宿
「
喜
楽
園
」
代
表

の
張
訳
丹
さ
ん
（
37
）
が
「
飛
騨

と
中
国
の
懸
け
橋
に
～
乗
鞍
の
ふ

も
と
か
ら
感
動
発
信
」と
題
し
て
講

演
し
た
。 

 

張
さ
ん
は
内
モ
ン
ゴ
ル
出
身
。ロ

シ
ア
の
国
立
大
学
を
卒
業
、北
京
で

就
職
し
た
が
、視
野
を
広
げ
た
い
と

日
本
留
学
を
決
意
。ビ
ザ
取
得
日
は

東
日
本
大
震
災
発
生
の
日
だ
っ
た
。

人
も
家
も
津
波
に
の
み
込
ま
れ
る

映
像
を
見
て
涙
が
流
れ
た
。「
運
命

か
も
し
れ
な
い
」と
岐
阜
大
学
大
学

院
に
入
学
し
た
。 

 

落
ち
着
き
先
は
柿
畑
が
広
が
り
、

出
会
う
人
は
み
な
親
切
。卒
業
式
で

「
学
ん
だ
事
を
糧
に
日
中
の
懸
け

橋
に
な
り
た
い
」と
民
族
衣
装
で
答

辞
を
読
ん
だ
。
縁
あ
っ
て
高

山
市
に
移
り
住
み
、
森
林

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ご
主

人
と
主
に
中
国
人
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
ツ
ア
ー
客
に
田
舎
体

験
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
て
い
る
。 

 

張
さ
ん
が
住
む
朝
日
町
は

（
旧
朝
日
村
）
は
人
口
約 

１
６
０
０
人
の
過
疎
地
域
だ

が
、
自
然
豊
か
で
住
民
自
治

が
し
っ
か
り
し
て
お
り
人
々

の
絆
は
強
い
。
地
域
の
人
々

を
先
生
に
、
宿
泊
客
は
魚
や

虫
捕
り
、
野
菜
収
穫
、
郷
土

料
理
、
生
け
花
、
着
付
け
な
ど

を
体
験
、
住
民
と
交
流
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
あ
げ 

た
。「
日
中
友
好
が
小
さ
な
集
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
コ
ロ
ナ
）
で

明
け
暮
れ
ま
し
た
が
、
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
ご
清
栄
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
、
」
わ
た
し
た
ち
の

日
常
生
活
、
働
き
方
か
ら
対
人
関
係

ま
で
も
が
一
変
し
ま
し
た
。
当
た
り

前
、
常
識
と
思
わ
れ
て
き
た
こ
と
が

そ
う
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
岐
阜

県
日
中
友
好
協
会
も
活
動
の
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
Ｉ
Ｔ
（
情

報
技
術
）
に
よ
っ
て
家
に
居
な
が
ら

仕
事
が
で
き
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
、

遠
く
の
人
と
近
況
報
告
、
情
報
交
換

で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
は
、
常
識

を
覆
し
、
新
た
な
発
見
を
生
み
ま
し

た
。
不
要
不
急
の
自
粛
に
よ
っ
て
、

時
間
の
使
い
方
を
変
え
、
じ
っ
く
り

考
え
る
人
も
出
て
き
ま
し
た
。
日
中

関
係
は
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
尖

閣
、
南
シ
ナ
海
問
題
に
よ
っ
て
日
本

人
の
中
国
嫌
い
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
国
同
士
の
こ
と
は
外
交
・
政
治

に
任
せ
、
人
と
人
と
の
関
係
は
大
切

に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
は
必
ず
終
息
し
ま
す
。

来
年
（
２
０
２
２
年
）
は
日
中
不
再

戦
碑
文
交
換
60
年
を
迎
え
ま
す
。
当

協
会
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
自
分
は

何
が
で
き
る
か
、
一
人
ひ
と
り
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

最
後
に
今
年
が
み
な
さ
ま
に
と
っ

て
良
い
年
に
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し

ま
す
。  

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 

岐
阜
県
日
本
中
国
友
好
協
会 

 

会
長 

杉
山 

幹
夫 

協 会 の 一 年 を 振 り 返 る 

日
中
友
好
が
地
域
の
活
性
化
に
!! 

新
春
の
つ
ど
い
で
張
訳
丹
さ
ん
講
演 

日中友好による地域活性化を語る張訳丹さん 

＝岐阜市内のホテルグランヴェール岐山  
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落
の
活
性
化
の
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
。

地
域
と
中
華
圏
の
人
々
の
笑
顔
を
増
や
す

こ
と
」
と
自
ら
の
役
割
を
述
べ
、
「
人
生
の

価
値
は
何
を
得
る
か
で
は
な
く
、
何
を
残
す

か
に
あ
る
」
と
結
ん
だ
。 

 

講
演
後
、
懇
親
会
が
あ
り
、
当
協
会
の
杉

山
幹
夫
会
長
、
柴
橋
正
直
岐
阜
市
長
（
副
会

長
）
ら
50
余
人
が
交
流
を
深
め
た
。
こ
の
中

で
来
賓
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
中
国
駐
名
古

屋
総
領
事
館
友
好
交
流
担
当
の
曽
理
華
副

領
事
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎

に
触
れ
、
日
本
か
ら
の
支
援
に
感
謝
の
意
を

表
し
た
。 

◎･
･

武
漢
市
の
街
が
封
鎖
さ
れ
て
20
日
余

り
経
っ
た
２
月
13
日
、
岐
阜
県
日
中
友
好

協
会
は
会
員
有
志
か
ら
託
さ
れ
た
義
捐
金

13
万
５
千
円
を
中
国
駐
名
古
屋
総
領
事
館

へ
寄
託
し
ま
し
た
。 

 

２
月
初
め
、横
浜
港
に
到
着
し
た
ク
ル
ー

ズ
船
の
乗
客
の
集
団
感
染
が
判
明
し
て
い

た
が
、
国
内
で
は
危
機
感
は
共
有
さ
れ
て
お

ら
ず
、
先
ず
隣
人
へ
手
を
差
し
伸
べ
よ
う
と

会
員
か
ら
浄
財
が
届
き
ま
し
た
。 

 

土
屋
康
夫
理
事
長
と
田
中
孝
典
理
事
・

事
務
局
長
が
総
領
事
館
を
訪
れ
、
劉
曉
軍
総

領
事
に
「
加
油
（
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
）
」

の
言
葉
を
添
え
て
義
援
金
を
手
渡
し 

 
 

ま
し
た
。 

 
 

劉
総
領
事
は
「
岐
阜
県
日
中
友
好
協
会

の
温
か
い
ご
支
援
と
励
ま
し
の
お
言
葉
を

通
じ
て
、
中
国
人
民
へ
の
思
い
や
り
と
、
中

日
友
好
の
絆
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し

た
」
な
ど
と
述
べ
、
当
協
会
へ
の
丁
重
な
礼

状
を
も
ら
い
ま
し
た
。  

 
 

◎･･

コ
ロ
ナ
感
染
者
が
国
内
で
も
確
認
さ

れ
、
世
界
保
健
機
関(

Ｗ
Ｈ
Ｏ)

が
３
月

11
日
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流

行
）
を
表
明
。
そ
の
頃
、
街
中
の
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
か
ら
不
織
布
マ
ス

ク
が
消
え
て
い
た
。
不
織
布
マ
ス
ク
の
大

半
は
中
国
で
大
量
生
産
さ
れ
て
い
た
が
、

日
本
へ
の
輸
出
が
ス
ト
ッ
プ
。
市
民
の
不

安
は
募
る
ば
か
り
だ
っ
た
。 

 

そ
ん
な
時
に
駐
名
古
屋
総
領
事
館
か
ら

３
千
枚
の
医
療
用
マ
ス
ク
を
詰
め
た
段

ボ
ー
ル
箱
が
岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
に
送

ら
れ
て
来
た
。
「
会
員
の
み
な
さ
ま
に
」

と
添
え
書
き
が
あ
っ
た
が
、
マ
ス
ク
不
足

は
県
内
の
医
療
・
介
護
現
場
で
も
ひ
っ
迫

し
て
お
り
、
同
総
領
事
館
の
好
意
を
広
く

生
か
す
た
め
、
３
月
13
日
、
岐
阜
県
庁
へ

寄
贈
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
頃
、
『
山
川
異
域 

風
月
同
天
』

（
住
む
と
こ
ろ
が
異
な
っ
て
も 

同
じ
空

の
下
で
つ
な
が
っ
て
い
る
）
の
漢
詩
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
育
成
協
会
（
本

部
東
京
）
が
湖
北
省
に
贈
っ
た
マ
ス
ク
の

段
ボ
ー
ル
箱
に
添
え
た
の
が
き
っ
か
け
で

し
た
。 

 

７
世
紀
初
め
、
天
武
天
皇
の
孫
、
長
屋

王
が
遣
唐
使
に
託
し
唐
の
僧
に
贈
っ
た
千

枚
の
袈
裟
に
縫
い
付
け
ら
れ
た
『
山
川
異

域 

風
月
同
天 

寄
諸
仏
子 

共
結
来
縁

（
こ
の
袈
裟
を
僧
に
喜
捨
し 

共
に
来
世

で
の
仏
縁
を
結
び
ま
し
ょ
う
）
』
の
一
文

で
、
唐
の
高
僧
鑑
真
が
心
を
動
か
さ
れ
来

日
を
決
意
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い

わ
れ
る
。 

 

岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
は
毎
年
５
月
中

旬
、
定
期
総
会
を
開
催
、
こ
こ
数
年
は
総

会
後
に
公
開
講
演
会
（
中
国
く
る
ぶ
）
を

主
催
し
て
き
た
が
、
総
会
は
コ
ロ
ナ
感
染

の
回
避
の
見
地
か
ら
書
面
に
よ
る
審
議
に

切
り
替
え
、
講
演
会
は
中
止
に
。 

 

書
面
に
よ
る
総
会
開
催
は
規
約
に
な
い

が
、
コ
ロ
ナ
禍
、
参
加
の
会
員
、
一
般
聴

講
の
み
な
さ
ん
に
不
安
を
与
え
る
と
判
断

し
、
事
前
に
書
面
に
よ
る
総
会
開
催
の
同

意
を
得
て
、
各
議
案
の
賛
否
を
求
め
ま
し

た
。 

 

そ
の
結
果
、
書
面
開
催
の
同
意
は
賛
成

会員有志からのコロナ義援金を劉総領事に手渡す

土屋理事長、田中理事・事務局長 

＝名古屋市内の中国駐名古屋総領事館 中国駐名古屋総領事館から贈られた礼状   

中
国
駐
名
古
屋
総
領
事
館
へ
義
捐
金 

岐
阜
県
庁
に
医
療
用
マ
ス
ク 

３
千
枚
寄
贈 

書
面
審
議
に
よ
る
定
期
総
会 
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多
数
、
前
年
度
事
業
報
告
、
同
収
支
決

算
、
役
員
改
選
、
新
年
度
事
業
計
画
案
、

同
収
支
予
算
案
の
５
議
案
は
原
案
通
り
承

認
が
得
ら
れ
た
。 

 

岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
会
員
の
中
嶋
岦

（
た
か
し
）
さ
ん
は
、
（
公
社
）
日
本
中

国
友
好
協
会
か
ら
永
年
会
員
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
同
協
会
創
立
70
周
年
を
記

念
し
、
都
道
府
県
協
会
の
20
年
以
上
在
籍

す
る
会
員
の
功
績
や
活
動
を
た
た
え
る
も

の
で
岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
が
推
薦
し
ま

し
た
。 

 

中
嶋
さ
ん
と
中
国
の
関
わ
り
は
１
９
８

４
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
あ
る
政
党
の

「
日
中
友
好
の
翼
訪
中
団
」
（
団
員
１
５

０
人
）
の
岐
阜
県
代
表
の
一
人
に
選
ば

れ
、
初
め
て
中
国
の
大
地
を
踏
み
ま
し

た
。
41
歳
の
と
き
で
し
た
。 
 

 

滞
在
中
、
首
都
北
京
で
は
後
々
の
国
家

主
席
に
な
る
胡
錦
濤
氏
ら
若
手
リ
ー
ダ
ー

ら
と
交
流
し
ま
し
た
。
地
方
視
察
も
あ

り
、
岐
阜
市
の
友
好
都
市
・
杭
州
市
を
訪

れ
た
と
き
、
街
の
至
る
所
で
ご
み
が
目
に

留
ま
り
ま
し
た
。 

 

文
化
大
革
命
が
終
わ
り
、
疲
弊
し
た
国

を
建
て
直
す
改
革
開
放
（
市
場
経
済
移

行
）
政
策
が
緒
に
就
い
た
ば
か
り
。
そ
の

後
『
天
安
門
事
件
』
（
89
年
）
で
改
革
開

放
政
策
は
一
時
中
断
し
、
軌
道
に
乗
る
の

は
最
高
指
導
者
の
鄧
小
平
氏
が
武
漢
、
深

圳
な
ど
を
視
察
し
て
外
資
導
入
の
発
破
を

か
け
た
『
南
巡
講
話
』(

92
年)

か
ら
で
し

た
。 

 

杭
州
市
の
ご
み
は
、
発
展
途
上
に
あ
っ

た
当
時
の
中
国
社
会
を
象
徴
し
て
お
り
、

「
微
力
で
も
お
役
に
立
て
る
」
と
ゴ
ミ
収

集
車
（
２
ト
ン
車
）
の
寄
贈
を
思
い
立
ち

ま
し
た
。
71
年
に
旅
行
会
社
の
営
業
マ
ン

か
ら
夫
婦
で
起
業
し
た
『
中
島
清
掃
株
式

会
社
』
は
順
調
で
し
た
が
、
あ
え
て
会
社

の
金
は
使
わ
ず
、
自
ら
の
給
料
を
積
み
立

て
、
５
年
に
一
回
、
20
年
続
け
る
誓
い
を

立
て
ま
し
た
。 

 

当
時
、
中
国
に
ゴ
ミ

収
集
車
を
送
る
に
は
法

律
な
ど
ク
リ
ア
す
べ
き

課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
中
嶋
さ
ん
の

情
熱
に
協
力
を
惜
し
ま

な
い
岐
阜
市
職
員
も
現

れ
、
86
年
に
１
号
車
を

皮
切
り
に
98
年
ま
で
に

５
台
を
寄
贈
、
当
初
の

誓
い
を
見
事
達
成
し
ま

し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
杭
州

市
は
98
年
に
『
栄
誉
（
名
誉
）
市
民
』
称

号
、
２
０
０
６
年
に
は
『
栄
誉
都
市
美
容

師
』
称
号
を
中
嶋
さ
ん
に
贈
り
、
功
績
に

応
え
ま
し
た
。 

 

一
方
で
中
嶋
さ
ん
は
中
国
人
留
学
生
の

身
元
保
証
人
を
引
き
受
け
、
89
年
に
最
初

の
留
学
生
を
、
91
年
、
93
年
に
計
３
人

の
留
学
を
支
援
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
も

あ
っ
て
毎
年
恒
例
の
当
協
会
主
催
の
『
新

春
の
つ
ど
い
』
に
中
国
人
留
学
生
を
招
待

し
、
会
員
と
の
交
流
の
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。 

 

あ
ら
た
め
て
表
彰
の
感
想
と
日
中
友
好

へ
の
思
い
を
伺
う
と
、
「
身
の
丈
に
合
っ

た
も
の
で
な
い
と
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
中

国
は
大
切
な
お
隣
さ
ん
」
。
謙
虚
な
人
柄

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

岐
阜
市
粟
野
在
住
。
78
歳
。 

 

 
◇

日
中
関
係
の
書
籍
紹
介 

『
武
漢
日
記 

 

封
鎖
下
60
日
の
魂
の
記

録
』
（
方
方
著
、
飯
塚
容
＋
渡
辺
新
一
＝

訳
、
河
出
書
房
新
社
、
本
体
１
，
６
０
０

円
、
税
別
） 

著
者
の
方
方
さ
ん
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
（
コ
ロ
ナ
）
の
感
染
が
最
初
に
広

ま
っ
た
中
国
湖
北
省
武
漢
市
在
住
の
著
名

な
女
性
作
家
で
、
約
２
か
月
半
に
わ
た
る

都
市
封
鎖
下
で
の
日
々
の
暮
ら
し
を
日
記

と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）

に
投
稿
、
１
億
人
を
超
え
る
読
者
を
獲
得

し
た
。 

日
記
は
武
漢
封
鎖
３
日
目
の
１
月
25
日

か
ら
封
鎖
解
除
の
方
針
が
発
表
さ
れ
た
３

月
24
日
ま
で
全
60
編
。
憤
り
や
怒
り
、

悲
し
み
、
無
念
さ
、
と
き
に
は
「
マ
ス
ク

不
足
」
な
ど
当
局
（
政
府
、
省
、
市
）
の

「
職
務
怠
慢
」
や
「
無
責
任
」
批
判
も
辞

さ
な
い
た
め
、
検
閲
に
よ
っ
て
ア
カ
ウ
ン

ト
は
閉
鎖
さ
れ
、
心
な
い
誹
謗
や
中
傷

中
嶋
岦
さ
ん
、
日
中
友
好
協
会
か
ら
永
年

会
員
表
彰 

表彰状を手に喜びを語る中嶋岦さん 
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も
。
一
方
当
局
に
削
除
さ
れ
そ
う
な
日

記
は
フ
ォ
ロ
ア
ー
ら
が
転
送
、
中
国
内

外
問
わ
ず
多
く
の
人
の
共
感
を
呼
ん

だ
。 方

方
さ
ん
が
描
い
た
の
は
、
名
も
な

い
市
井
に
生
き
る
人
々
。
「
今
日
見
た

動
画
で
、
い
ち
ば
ん
忍
び
な
か
っ
た
の

は
、
霊
柩
車
を
追
い
か
け
て
泣
き
叫
ぶ

少

女

の

映

像

だ

っ

た
」
（
２

月

２

日
）
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
最
も
受
け
た

人
々
に
寄
り
添
う
の
は
、
作
家
と
し
て

の
矜
持
で
あ
る
。 

『
日
中
関
係
史 

１
５
０
０
年
の
交
流
か

ら
読
む
ア
ジ
ア
の
未
来
』
（
エ
ズ
ラ
・

Ｆ
・
ヴ
ォ

|

ゲ
ル
著
、
益
尾
知
佐
子

訳
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
本
体
３
，
０

０
０
円
、
税
別
） 

著
者
の
ヴ
ォ―

ゲ
ル
氏
は
、
米
国
の

著
名
な
東
ア
ジ
ア
研
究
者
で
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
の
名
誉
教
授
。
と
い
う
よ
り
、

日
本
の
高
度
経
済
成
長
の
要
因
を
分
析

し
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア

ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』
の
著
者
と
い
っ

た
方
が
ピ
ン
と
く
る
。
し
か
し
、
残
念

な
こ
と
に
２
０
２
０
年
12
月
20
日
朝

（
現
地
時
間
）
、
手
術
後
の
容
態
が
急

変
し
、
東
部
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の

病
院
で
亡
く
な
っ
た
。
90
歳
だ
っ
た
。 

ヴ
ォ―

ゲ
ル
氏
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
で
社
会
学
の
博
士
号
を
取
得
し
た
あ

と
、
１
９
５
８
年
か
ら
２
年
間
日
本
に

滞
在
す
る
な
ど
日
本
社
会
を
研
究
。
そ

の
成
果
が
１
９
７
９
年
の
『
ジ
ャ
パ

ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』
を
生
ん

だ
。 

 

日
本
研
究
と
と
も
に
中
国
研
究
の
第

一
人
者
で
も
あ
り
、
改
革
開
放
の
推
進

者
、
鄧
小
平
の
生
涯
を
ま
と
め
た
２
０

１
３
年
の
著
書
『
現
代
中
国
の
父 

鄧

小
平
』
は
中
国
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な

り
、
日
中
両
国
で
広
く
読
ま
れ
て
い

る
。 

 

『
日
中
関
係
史
』
は
日
本
と
中
国
の

交
流
の
歴
史
を
遣
唐
使
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
、
１
５
０
０
年
の
交
流
史
を
第
三
者

の
視
点
で
客
観
的
に
描
く
。
「
本
書
を

書
こ
う
と
思
い
立
っ
た
の
は
、
ど
ち
ら

に
も
親
し
い
第
三
者
と
し
て
、
両
国
関

係
を
な
ん
と
か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
|
中
略
|
自

分
の
能
力
が
能
う
か
ぎ
り
、
両
国
の
歴

史
を
で
き
る
だ
け
客
観
的
に
記
述
し
よ

う
と
試
み
た
。
私
の
使
命
は
実
事
求
是

で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
一
国
や
私
自
身

の
た
め
に
真
実
を
ゆ
が
め
る
こ
と
で
は

な
い
」
（
「
ま
え
が
き
」
抜
粋
） 

 

日
中
両
国
で
ヴ
ォ―

ゲ
ル
氏
を
尊
敬

し
、
飾
ら
な
い
人
柄
に
親
し
み
を
抱
く

人
は
少
な
く
な
い
。
小
生
も
そ
の
一
人

で
２
０
１
９
年
11
月
23
日
、
愛
知
大
学

で
の
講
演
『
永
遠
の
隣
人
：
日
中
の
歴

史
か
ら
考
え
る
ア
ジ
ア
の
未
来
』
は
、

流
暢
な
日
本
語
で
大
局
的
見
地
と
寛
容

さ
を
強
調
し
た
。 

関
心
あ
る
方
の
た
め
にYouTube

ア
ド

レ
ス
を
記
し
て
お
く
。 

【
愛
知
大
学
中
国
公
開
講
座

20

】

ハ

ー

バ

ー

ド

大

学

エ

ズ

ラ
・
Ｆ
・

ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
名
誉
教
授 

講
演
会 

- 

YouTube 

◇ 

ふ 

報 
 

 

会
員
の
安
藤
誠
司
さ
ん
が
11
月
21
日

夜
、
入
院
先
の
病
院
で
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。
52
歳
。
自
宅
は
可
児
郡
御
嵩
町

美
佐
野
２
９
３
３-

１
。
中
国
江
西
省
南

昌
市
の
東
華
理
工
大
学
で
日
本
語
教
師

を
務
め
、
帰
国
後
、
当
協
会
に
入
会
。

温
厚
で
笑
顔
が
絶
え
な
い
方
で
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
ま
す
。 

 
 

コ
ロ
ナ
禍
は
、
日
本
全
国
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
岐

阜
県
で
も
非
常
事
態
宣
言
が
２
０

２
０
年
４
月
10
日
発
令
さ
れ
、

外
出
の
自
粛
の
徹
底
と
、
人
と
の

距
離
を
保
つ
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
の
徹
底
が
要
請
さ
れ
ま
し

た
。 

 

当
協
会
は
、
会
員
の
皆
様
の
健

康
を
考
え
、
初
め
て
書
面
総
会
を

開
催
し
、
以
後
の
感
染
状
況
を
勘

案
し
、
講
演
会
事
業
の
中
止
を
判

断
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

発
生
か
ら 

１
年
近
く
に
な
り

ま
し
た
が
、
依
然
予
断
を
許
さ

ず
、
秋
の
中
国
く
る
ぶ
中
止
に
続

い
て
、
新
春
の
つ
ど
い
（
例
年
２

月
第
１
土
曜
日
）
も
開
催
を
断
念

し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
と
共
に
、
引
き
続
き
予
防
対

策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

令和２年度の協会活動について報告 


